
衿
”

～
未
来
創
造
～

第
二
十

一
期
浄
土
宗
神
奈
川
教
区
青
年
会

第
十
九
代
会
長
　
大
谷
　
正
元

こ

の
度
、
第

二
十

一
期
浄

土

宗
神
奈

川
教
区
青
年
会
　
第
十

九
代
会
長
を
務

め
ま
す

、
港

北

組
専
念
寺
大
谷
正
元
と
申
し
ま
す
。

法
然
上
人
の
み
教
え
を
礎
と
し
、

諸
先
輩

、
皆

々
様

が
大
切

に
育

み
繋

い
で
来

ら
れ
た
伝
統
あ

る

青
年
会
を
確

り
更

な

る
高

み

ヘ

と
導

き
、
次
世
代

へ
と
繋

い
で

参

り
ま
す
。
昨
年

は
、
法
然
上

人

八
〇
〇
年

大
遠
忌

の
良
縁

の

年

で
あ

り

ま

し

た

。
本

年

は
、

八
〇

一
年

。
改

め

て
、
身
を
引

き
締

め
、
新

し

い
第

一
歩
を
踏

み
出
す
好
機

と
捉
え

、
運
営

テ

ー

マ
に

『
衿
持
』

～
未
来
創

造

～
を
掲
げ

て
精

一
杯
邁
進

し

て

参
り
ま
す
。
何
卒

、
宜

し
く

お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

『未
来
に
何
を
託
す

の
か
？
』

混
沌
と
し
た
社
会

に
お

い
て
、

念
仏
の
必
要
性
、
必
然
性

の
確
立
。

念

仏
弘
通
を
更

に
我

々
は
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

責
任
世
代

の

一
青
年
僧
侶
と
し
て
、

大
き
な
夢
と
希

望

、
志
を
持

つ

事

が
必

要

不

可
欠

。

そ

し

て
、

今
だ

か
ら

こ
そ
、
今
行
動

な
く

し

て
は
、
理
想
と
す

る
未
来

に

は
成
り
得
な

い
。
そ

の

一
言
が
、

一
瞬

の
行
動
が
未
来
を
変
え
る
。

そ

の
事

を
自
覚

し
、
自

分
自
身

と
確
り
向

き
合
う
事

か
ら
、
意

識
を
高
め
、
自
信
と
誇
り

「衿
持
」

を
持

っ
て
、
確

固
た

る
未
来
を

創
造
し
て
参
り
ま
す
。

『
調
和
』
同
じ
時
を
共
に
過
ご
す

事

へ
の
誇
り
。

よ
く
椰
楡

さ
れ
る

「
希
薄
化

さ
れ
た
世
」

に
な
ら

つ
て
我

々

も
縦
横

の
繋

が
り

が
薄

ら

い
で

い
る
様

に
思
わ
れ
ま
す
。
裏

を

返

せ
ば
、
個

の
ス
キ

ル
が
上
が

っ
て

い
る
と
も
取

れ

る
わ
け

で

す

が
、
個

の
集
合
体

が
組
織

な

わ
け

で
す

の
で
、
本
来

は
組
織

も

同
様

に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を

し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え

て

い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る
組
織
。

会
員
、　
一
人

ひ
と
り

が
組
織
を

思

い
、

調

和

を
保

っ
て
こ
そ

、

組
織
力
を
高

め
、
お
念
仏
を
通

し

て
不
可
能
を
可
能

に
出
来

る

組
織
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

『継
承
』
思

い
の
具
現
化

こ

の
神
奈

川
教
区
浄
土
宗
青

年
会

は
、
来
年
創

立

四
十
周
年

を
迎
え

る
に
至
り
ま

し
た
。
創

立
当

初

よ
り

「
自
行

・
化
他

・

和

合

」

を

も

っ
て
そ

の
時

々
、

時
代
背

景

は
異
な
れ
、
懸
命

に

な

つ
て
取
り
組

み
活
動

し
、
大

切

に
育

ん

で
こ
ら
れ
た
か
ら

こ

そ
組
織

が
存

続

し

て
き

た
も

の

と
敬
意
を
払

い
ま
す
。
会

の
創

立

四
十
周
年

を
迎
え

る
今
だ

か

ら

こ
そ
、
過
去

の
事
業

・
運
動

の
数

々
を
検

証
し
、
組
織

の
立

ち
位
置

（
存
在
意
義

。
理
由
）
、

向

か
う

べ
き
道

（
目
的
）

の
確

立
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

青
年
僧
侶
だ
か
ら

こ
そ
成

し

得

る
事

が
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ

る

も

の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
、
丁
寧

に
創
出

し
、
最

初

は
小

さ
な
音

か
も

し
れ
ま
せ

ん
が
、

や
が

て
、
大
輪

の
花
を

咲

か
せ
る
よ
う

な
、
種

を
沢
山

植
え
付
け
ま
す
。
継
承

の

一
つ
に
、

一
般
檀
信
徒
を
対
象
と
し
た

「
大

別
時
念
仏
会
」
を
大
本
山
光

明

寺

に
於

い
て
開
催

し

て
参
り
ま

し
た
。
今
期

は
、

こ

の

「
別
時

念

仏
会
」
を
敢
え

て
各

組
、
各

寺
院
単
位

で
開
催
す

る
事

を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。
「
時
に
は
別

時
念

仏
を
修

す

べ
し
」
と
あ

る

よ
う

に
、
と

て
も
大
切
な
事

と

認
識
し

て
お
り
ま
す
。
地
域

に

根
ざ

し
た
、
念
仏
実

践
道
場
と

し

て
、
ま
た
、
地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ

ツ
ー

ル
の
ひ
と

つ
と

し

て

の
役
割
を
担

っ
て

い
た
だ
き

た

い
と
考
え

る
か
ら

で
す
。
開
催

す

る

ノ
ウ

ハ
ウ
は
十
分
当
会

で

蓄
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ
上

で
公

開
、
或

い
は
、
相
談
窓

口
を
設

け

て
対

応
し
て
参
り
ま
す
。

法
然
上
人

の
み
教
え

は
、
八

〇
〇
年

の
時
を
経
た
今
も

、
輝

き
続

け

て

い
る
。
我

々
、
青
年

会
も
輝
か
し

い
未
来
に
向
け
て
、

衿
持
を
胸

に
、
何
事

に
も
臆
す

る
事
な
く
、
青
年
僧
侶
と
し
て
、

義

理

。
人
情

。
や
せ
我
慢
を
も

っ
て
共

に
精
進

し

て
参

り
ま

し

ょ

つヽ
。

〈
口
　
掌

執
奸
評
紹
介

副

会

長

松
蔭
　
英
宣

小
田
原
組

善
光
寺

副

会
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伊
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港
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専
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寺
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事

福
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事
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（
関
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行
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延
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石
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和
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寺

四
十
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年
特
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員
長
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英
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中
郡
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大
念
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会
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満
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三
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康
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書
　
　
記
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岩
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田
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光
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寺

事
務
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長

水
谷
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也
　
港
北
組
　
龍
安
寺

事
務
局
員

柴
田
　
文
彦
　
港
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蓮
勝
寺
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大
谷
　
慈
通
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座
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信
法
寺

事
務
局
員

石
井
　
康
順
　
鎌
倉
組
　
小
坪
寺

事
務
局
員

吉
岡
　
了
真
　
一示
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組
　
東
明
寺

事
務
局
員

後
藤
　
佳
孝
　
港
南
組
　
光
長
寺

事
務
局
員

一　
真
成

　

　

中
郡
組
　
易
往
寺

事
務
局
員

戸
松
　
良
明
　
小
田
原
　
大
蓮
寺

編
集
委
員
長

佐
々
木
元
洋
　
中
郡
組
　
大
宝
寺
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慟

」

Ｌ

業

童

ツ

澤
以
⑦
叫
琢
多
盲
》

⑫
≫
夕

，
以

Ｙ

一
」

ヽ
マ
ユ

以
■
甲
孝
百
亭

⑫

≫
多

以
百
０
百
ラ
マ
タ
尋
ギ
シ
身

以
蚤
籠
ヾ
叫
以
■
７
）
寺
皇
当
Ｔ

，
図
酵
―ｌｆ
》
韓

ヽ
↓

ヽ
■
聖
誹
）

乎

⑦
側
寺
＋
団
具
身
韓

ヽ
利
以
■

■
■
筆
７
畔
違

⑦
業
童

⑦
砂
↓

ｏ
準
準

●
冒
＞
γ

Ｏ
マ
以
γ
Ｗ
准
引
業
童
寺
日
＋
回

引
￥
７
辮
暑

⑦
百
》
単
以

ヽ
多
準

撃
０
身

以
》
者

⑫
半
華

ｏ
γ
η
準

ｎ
准
和
釜
イ
尋
諺
年

ヽ
ａ
Ｆ
「
副

彫

⑫
９
ヾ
辮
昇

⑦
百
諺
鰹
影
準
引

ρ
Ｔ
Ｙ
Ｔ

，
Ｙ
醤
ラ
ン

γ
＋
師

一

＋

〓
彰

ヽ
多
７
■
準
η
准
尋
当
鉢

≫
γ
早
ユ
以
■
甲
冨
９
ヾ
中

⑦
百

Ｏ
Ｉ

ヽ
゛
■
利
以
彰
考

⑫
業
輩

利

普
百
ラ

⑦
コ

⑦
ｒ

ｏ
準
準
γ
Ⅲ
尋

業
輩

⑫
具
身
韓
寺
＊
利
Ｗ

ｏ
γ
η

準
６
）
ル

■
”
孝
諺
畔
⑦
晋
百
予

陥
勤

ヽ
０
７
７
コ
７
γ
硬
孝
寺
日

＋
回
コ
師

一
＋

〓
彰
具
以
韓
師
↓

ｏ
準
０
ル
シ
γ
硬
孝
目
寺
日
＋
□
下

障
具
身
韓

ヽ
利
寺

Ｉ
＋

〓
筆
士

殷
単
印
ψ
　
晋
営
垂
脇
針
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卒
業
生
代
表

高
座
組
　
由不
仲
寺
　
平
野
誠
司

「
こ
こ
数
年

の
こ
と

で
す

が
、
楽

し
か

っ
た
な
あ
」
ま
ず
は
率
直
な

感
想

で
す
。

浄
青

に
入
会

し
た

の
は
ま
だ
学

生
だ

っ
た
頃
。
平
成

二
年

に
全
浄

中
央
研
修
会

（現
在

の
全
国
大
会
）

が
ホ
リ
デ
イ

・
イ

ン
横
浜

（
現

ロ

ー
ズ
ホ
テ
ル
）
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
際
に
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た

だ

い
た

の
が
、
神
浄
青

で
の
最
初

の
活
動

で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、

幼
稚
園
で
送
迎
バ
ス
を
運
転
す
る

毎

日
と
な

っ
て
か
ら
は
、
浄
青

の

活
動

に
全
く
と
言

っ
て
良

い
ほ
ど

参
加
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま

い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
と

い
う
も

の
、

何
回
か

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参

加
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
す
が
そ

の

程
度
。
そ
う
な
る
と
人

っ
て
心
が

向
か
な
く
な
る
も

の
。
む
し
ろ
参

加
す
る
事

へ
の
恐
怖
心
す
ら
出

て

く
る
始
末
。
気
持
ち
が
ど
ん
ど
ん

離
れ
て
い
き
ま
し
た
。

八
年
前
、
当
時

の
組
会
長
が
神

浄
青
副
会
長
に
な
ら
れ
た
為
、
代

わ
り
に
私
が
常
任
理
事

に
就
く
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
を
機
に
再
び
浄

青

の
活
動

に
顔
を
出
す
ご
縁
を

い

た
だ
き
ま
し
た
。
言
え
ば
、
そ
こ

か
ら
が
私

の
浄
土
宗
青
年
会

の

一

員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
だ

っ
た
よ

う

に
思

い
ま
す
。
そ

の
二
年
後

に

高
座
組
浄
青
会
長
に
就
き
、
同
時

に
第
十
八
期
神
浄
青
副
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

第
十
七
代
神
浄
青
会
長
、
そ
し
て

最
後

に
第

二
十
期
関
東
ブ

ロ
ッ
ク

浄
青
理
事
長
を
務
め
卒
業
を
迎
え

ま
し
た
。

も

っ
と
早
く
活
動
に
参
加
出
来

れ
ば
良
か

っ
た
と

い
う
気
持
ち
も

あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
中
で
本

当

に
多
く

の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中

で
も
、

一
番
は
仲
間

の
大
切
さ
と
あ
り
が

た
さ
か
な
あ
と
思

い
ま
す
。
自
分

一
人

で
は
出
来
な

い
こ
と
も
、
仲

間
と
共
に
上
げ

て
創
り
あ
げ

て
い

く
大
変
さ
や
、
楽
し
さ
を
味
わ
え

た
こ
と
が
何
よ
り
私

の
財
産
と
な

り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
卒
業
さ
れ

る
時
に

「浄
青
の
う
ち
だ
よ

・
・
。
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
と

な

っ
て
そ

の
言
葉

の
意
味
が
分
か

り
ま
す
。

会
員

の
中
に
は
、
以
前

の
私

の

様
に
、
様

々
な
理
由

で
浄
青

の
事

業
に
参
加
出
来
な

い
方
が
少
な
く

な

い
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
方

々

も
、
ま
ず
は
組
浄
青
か
ら
で
も
良

い
の
で
、
浄
青

に
参
加
す
る
キ

ッ

カ
ケ
を
作

っ
て
い
た
だ
き
た

い
と

思

い
ま
す
。
是
非
心
を
向
け
る
こ

と
か
ら
始
め
て
下
さ

い
。
き

っ
と

す
ば
ら
し

い
仲
間
と
出
会
え
、
す

ば
ら
し

い
経
験
が
出
来
る
は
ず

で

す
。最

後

に
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま

で
お
世
話
に
な

つ
た
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
し
、
今
後
益

々
浄
土
宗

神
奈
川
教
区
青
年
会

の
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

人
口
　
掌

卒 業 会 買

港北組 宗忠寺  三浦組 円乗院

夏見 成貴   村山 英淳

鎌倉組 専福寺  鎌倉組 真福寺

成田 善俊    安井 昭道

高座組 善然寺

戸田 順教

高座組 念宗寺

村瀬 良喜

f一・ヽ
小田原組 安養寺  高座組天徳寺藤沢別院

小杉 孝祐    藤本 剛史

中郡組 法界寺   中郡組 福蔵院

神崎 隆雄     伊藤 圭祐

昭和 59年 6月 15日  昭和 54年 4月 2日

高座組 佛導寺   港南組 浄性院

伊藤 泰穀     高島 隆文

平成元年 11月 1日  昭和 55年 10月 18日

Ｌ
ド

〓́
ロ

報

野

こ

幸

恙

上

人

Ｔ

浜
饂
教
姜
寺
を

一十
七
じ

子
戌
二
十
四
年
四
月
二
十
六
日
ご
遷
下

世
寿
六
十
二
歳

関

連

社

法

春

蔵

阿

一
未

幸

恙

大

和

尚

浄
者
の
主
な
職
歴

神
浄
青
第
セ
代
会
長

関
プ
ロ
浄
青
第
十
代
理
事
長

全
浄
青
常
務
理
事

二
人
の
ご
業
績
に
ぶ
か
ら
敬
意
を
表
す
と
と
も
に

神
浄
奇

へ
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
慇
謝
し
謹
ん
で

お
十
念
ヤ
し
上
げ
ま
す
。
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第 40回 関 東 プ ロ ッ ク 会 並 び に 研 修 会

～かだかられf‐lくこと一
一一　“””】一一

組
ゞ

二争 関 第‐  四
曇東吉
曇ブ

ロ
　
　
ッ　
　
ク

綸
会
よ
び
に
研
修
会

実
行
委
員
長

　

岩
崎
正
伸

こ
の
度

、
第

四
十

回

関

東

ブ

ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青
年
会
総
会
並
び

に
研
修
会
の
実
行
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
す
小
田
原
組
光
明

土寸
岩
崎
正
伸
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
四
十
回
と
い
う
節
目
に
あ
た

る
大
会
を
神
奈
川
教
区
担
当
で
迎

え
る
に
あ
た
り
、
今
大
会
の
テ
ー
マ

を
『
令
心
眼
見
　
～
今
だ
か
ら
気

付
く
こ
と
～
Ｌ

心
の
眼
を
見
開
い

て
見
よ
）
と
致
し
ま
し
た
。

法
然
上
人
は
比
叡
山
西
塔
に
入

り
、
一
一十
五
年
間
に
も
及
ぶ
修
行

を
重
ね
ま
し
た
。
丁
度

こ
の
期
間
、

今
を
生
き
る
我
々
青
年
僧
侶
も
法

然

上

人

に
肖

り

「
浄

土

宗

青

年

△
ご

と
し
て
、
自
行

・化
他

。
和
合
の

実
践
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
報
恩

蔵
に
於
い
て
五
千
巻
に
及
ぶ

一
切

経
を
五
度
も
通
読
さ
れ
、
善
導
大

師
の
観
経
疏

ヨ

心
専
念

の
文
」
に

依
り
心
眼
を
開
か
れ
浄
土
宗
開
宗

に
至
り
ま
す
。
ア」
の
観
経
疏

の
元

と
な
る
観
無
量
寿
経
も
又
、
法
然

上
人
は
何
度
も
読
み
返
し
た
筈
で

す
。
私
達
が
法
要

の
時
に
最
も
よ

く
読
誦
す
る
「
第
九
真
身
観
文
」
の

中
に
光
遍
照
～
摂
益
文
が
あ
り
ま

す
。
お
念
仏
を
申
す
衆
生
を

一
人
残

ら
ず
極
楽
浄
土
に
往
生
さ
せ
て
下

さ
る
。
浄
土
宗

の
拠
り
所
と
な
る

大
変
重
要
な
掲
文

で
す
。
ン」
の
後

「
光
明

。
相
好
お
よ
び
化
仏
、
具
に

説
く
べ
か
ら
ず
。
但
、
当
に
憶
想
し

て
、
心
眼
を
し
て
見
せ
し
む
べ
し
」

と
続
き
ま
す
。
人
知

の
遠
く
及
ば

な
い
程

の
ス
ケ
ー
ル
と
不
可
思
議

な
本
願
力
を
し
っ
か
り
と
憶
想
し

て
い
く
為
に
は
、
今
、
世
間
を
見
て

い
る
「
目
」
で
は
な
く

「
心
の
眼
」
を

も
っ
て
見
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
研
修
会
を
通
し
て
「
心
眼
」

を
少
し
で
も
研
ぎ
澄
ま
す
機
会
に

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
私
達
は

そ
れ
ぞ
れ
大
学
や
道
場
を
経
て
僧

階
を
取
得
し
今
日
に
至

っ
て
お
り

ま
す
が
、
「
知

っ
て
い
る
つ
も
り
」
や

「
や
っ
た
は
ず
」
或
い
は
忙
し
さ
を

理
由
に
自
分
自
身
を
誤
魔
化
し
て

い
る
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
既
に
習

っ
た
よ
う
な
、
他
愛
も

な
い
と
思
う
よ
う
な
テ
ー
マ
で
も
、

心
の
眼
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
真
剣
に

取
り
組
め
ば
新
た
な
発
見
が
あ
る

は
ず
で
す
。

今
大
会
は

一
日
開
催
に
≦

二
人

の
講
師
を
お
迎
え
し
、
そ
れ
ぞ
れ
八

十
分
の
講
義
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
何
れ
も
在
家

の
方
が
素
朴
な

疑
間
と
し
て
思
う
よ
う
な
テ
ー
マ

に
対
し
て
、
在
家
の
方
に
話
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
講
師
の
先
生
に
ご

依
頼
す
る
予
定
で
す
。

既
に
ご
自
分
の
回
答
を
お
持
ち

の
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

講
師
の
先
生
と
同
じ
落
し
所
に
至

れ
ば
自
信
に
繋
が
る
で
し
ょ
う
し
、

新
た
な
発
見
も
必
ず
あ
る
筈
で
す
。

私
た
ち
が
避
け
て
は
通
れ
な
い
「
布

教
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
何
か

役
立

つ
も
の
が
見

つ
か
る
よ
う
な

研
修
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
を
目

指
し
、
一
一年
前

の
発
足
以
来
委
員

会
メ
ン
バ
ー

一
同
、
心
の
こ
も

っ
た

大

会

に
し
た

い
と

一
生

懸

命

頑

張

っ
て
お
り
ま
す
。
関
ブ
ロ
浄
青
の

仲
間
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ

＞つ
、
神
浄
青
会
員

一
丸
と
な
っ
て
大

会
を
盛
り
上
げ

て
頂
き
た
く
、
い
」

協
力
の
ほ
ど
何
と
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
口
　
掌

―

編 第21期編集委員会メンバー

石川 仁恵 港南組 薬王寺 皆川 演亮 小田原組 城前寺

香川 陽祐 高座組 増全寺   水谷 貫雄 京浜組

香川 隆順 港南組 阿弥陀寺  坂本 慎成 高座組

鳥居 淳生 鎌倉組 安養院

以上のメンバーで 2年間頑張ってまいります。

よろしくお願いします!!

相應寺

生往寺
:::;;:|:ilill鮮]:[i蠅
「浄土宗神奈川教区青年会ホームページ」
http://www.jodo… kks.com/

集
後
記
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